
会 告

第 35 回日本形成外科学会基礎学術集会のご案内（第�次）

第 35 回日本形成外科学会基礎学術集会

会長 松村 一

（東京医科大学 形成外科学分野）

第 35 回日本形成外科学会基礎学術集会を下記のとおり開催いたします。

会員の皆様の多数のご参加をお願い申し上げます。

記

�．会 期：2026 年 12 月 17 日（木）〜12 月 18 日（金）

（前日に理事会および関連会議を開催いたします）

�．会 場：那覇文化芸術劇場 なはーと（沖縄県那覇市久茂地�丁目 26-27）

Southwest Grand Hotel （沖縄県那覇市久茂地�丁目 29-52）

�．テ ー マ：形成外科の臨床に還
かえ

かえる基礎、基礎に学ぶ臨床

Bridging Innovation in Plastic Surgery, Basic Science to Clinical Practice

�．演題募集方法：インターネットによるオンライン受付

�．演題募集期間：2026 年�月 25 日（水）〜�月 30 日（火）

�．演題募集区分：シンポジウム・パネルディスカッション（公募・一部指定）

一般演題（口演）

※募集要項の詳細は学術集会HP演題登録ページにてご確認ください。

�．プログラム：

■主催プログラム

招待講演 松本 晶子 先生（琉球大学 国際地域創造学部 観光地域デザインプログラム 教授）

招待講演 William H. Tettelbach 先生

（President, American Professional Wound Care Association, President, Wound and

Hyperbaric Association)

会長特別企画 佐藤 圭一 先生（一般財団法人 沖縄美ら島財団 上席研究員）
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■シンポジウム：「Cutting-edge research の現在地と今後の期待」

・新しい移植法の開発

・難治性潰瘍に対する新治療

・新たなリンパ浮腫治療の開発

・瘢痕・ケロイドの病態解明と新規治療薬の開発

・バイオフィルムを克服する

■パネルディスカッション：「どんなことができるのか？できそうなのか？に挑む」

・AI・画像・動作解析・ロボットの応用に挑む

・血管腫のメカニズム解明に挑む

・新たなバイオマテリアルの開発に挑む

・NPWTの次の Step に挑む

・さらに進んだ再生医療に挑む

・乳房再建の最適化に挑む

■委員会企画

・ガイドライン委員会企画セッション

・国際委員会企画 International Session

・その他

	．大会事務局：東京医科大学 形成外科学分野

事務局長 藤井 美樹

〒160-0023 東京都新宿区西新宿 6-7-1


．運営事務局：株式会社ジーニス コンベンションサービス

〒810-0073 福岡市中央区舞鶴�丁目 1-27 第�理研ビル�Ｆ

TEL：092-722-2811 / E-mail：jsprs-kiso2026@zenith-j.co.jp

以上
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